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　社会課題の解決につながっているという手応えが
活動の原動力になっている。それは薬局薬剤師の仕

事にも通じている。清水さん
は「業務を通して、大きな社
会問題の一端に触れることが
あり、その問題を解決できる
と感じることもある。スポー
ツファーマシストの活動はそ
の手応えが大きい」とやりが
いを語る。
　09年に静岡県立大学大学
院薬学研究科を修了した清水
さんは、母親が経営するみど
りや薬局に就職。その後、
15年に事業を引き継いだ。
当時から一貫しているのは地
域密着型の薬局経営だ。薬局

から徒歩５分ほどの場所にある自宅の一部を利用し
て、無料のボルダリング教室や認知症カフェなどを
月３～４回程度開催。「薬局でいろいろな相談がで
きると知ってもらいたい」と力を込める。
　こうした活動を通じて、地域支援体制加算の取得
など調剤報酬に結び付いたことから、「無償の活動
もいつかは現金化できると思う。むしろ思っていた
よりは早かった」と薬局経営の手応えを語る。
　地域活動やスポーツファーマシストの取り組み
は、調剤報酬にしばられずに、薬剤師の職能を発揮
できる場所づくりという意味でも重要だという。「例
えば、生薬学の知識は普段の業務では使わないが、
生け花教室を開いた時にはその知識を生かせたりす
る。専門性の高い能力を発揮できる場を広げていく
ことが薬局薬剤師の価値の向上につながるのでは」。
薬剤師の職能をテーマに、第２作目となるゲームの
開発にも意欲を示している。

識をかみ砕いて説
明することは難しく、アスリートも理解しづらい」
と課題を語る。
　こうした課題を克服しようと生まれたのが「ドー
ピングガーディアン」だ。静岡市のゲームクリエー
ターの助言を受けて、小中学生でも理解できるシン
プルなルールに落とし込んだ。薬の絵柄は、錠剤以
外にも貼り薬や塗り薬などバラエティを増やした。
皮膚も禁止薬物を摂取するルートの一つであること
を理解してもらいたいからだ。病気の絵柄も、腹痛
やアレルギー、発熱、ケガなど日常的に起こりうる

ものに限定した。
　カードゲーム発売以降の変化について、清水さん
は「アナログゲームをするとアスリートとの距離が
近くなり、相談してもらいやすくなった」と感触を
語る。また、カードゲームを触媒にスポーツファー
マシスト同士がつながり、関西や関東といった地域
単位で連携の基盤ができつつあるそうだ。このカー
ドゲームを足掛かりに、将来的にはスポーツファー
マシストの活動に収益が生まれる環境を整えたい考
えだ。

　清水さんがゲームの原型となるアイデアを思い付
いたのは16年。スポーツファーマシストとして行
き詰まりを感じていた頃だ。
　そもそもこの資格は認知度が低く、存在を知るア
スリートは少ない。清水さんは地元のクリニックの
医師に協力を呼びかけたり、ＳＮＳやブログを駆使
したりして自らの存在を発信。出前授業にも出向く
など活動の場を地道に広げてきた。16年に開催さ
れたリオデジャネイロパラリンピックに出場する車
いすバスケット選手からの相談に乗るなど、アスリ
ートと接する機会も徐々に増えた。
　同時に、アスリートとの対話を通して別の課題が
浮き彫りになってきたという。「相談の多くは『薬
を飲んでしまったが問題ないか』。禁止薬物を服用
してしまった後にはスポーツファーマシストは対応
できない」と清水さん。その上、言語による説明に
も困難を感じていた。「科学や法律など専門的な知

らえて説明し「薬剤師に相談することの重要性をゲ
ームで感じてほしい」と狙いを語る。
　カードゲームを発売したのは18年４月。累計で
300個以上を販売し、既に全国47都道府県に行き
渡っているそうだ。
　教育現場でも普及が進む。摂南大学薬学部講師
の中原和秀さんは今年５月にラグビー部員約100
人に対してカードゲームを使ったアンチドーピン
グセミナーを実施。セミナー終了後、部員らから「服
用している薬に禁止薬物は含まれていないか」な
ど質問を受けた。スポーツファーマシストでもある

中原さんは「風邪
薬やサプリメン
ト、栄養ドリンク
の中にも気を付け
た方がいいものも
ある。身近な医薬
品に潜む危険性を
意識するきっかけ
になるのでは」と
学習効果について
語る。

言葉の説明より理解進む
アスリートとの距離も縮まる

専門性の発揮が価値向上へ

カードゲームの体験会も開催。禁止薬物を
確認する様子
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